
研修医が記載したプログレスノートに
指導医が指導内容を記載する方法

平成16年５月１７日



（１）研修医は、カルテ（プログレスノート）を記載する。
（今回の例では研修医を「テスト００１」、指導医を「システム管理者」としま
す。）



（２）研修医は、診療終了後、その日のうちに、指導医
に、病棟マップ又は受付患者一覧を渡す。
プリントアウトの仕方は、次ページのとおり。

診療した患者さんに
マーカーをする。



（３）病棟マップ又は受付患者一覧のプリントアウトは、
Ｐｒｔ Ｓｃキーを押す。
プリントアウトされない時は、下の設定となっている

か確認すること。



（４）指導医は、研修医が記載したプログレスノートの
内容を確認するため、自分のＩＤでログインし、修正
ツールを起動させる。（今回はAssessmentに「入院後腹部CT撮影

を行なう」と指導内容を記載し、内容を確認した旨記載する。）



（５）修正ツール起動後、指導医はプログレスノートの
Assessmentの部分で改行し、フォントの色を「赤」にし

指導内容を記載する。また、研修医の記載した内容を
確認したことを入力し保存する。

フォント色



（６）指導医が指導した内容がプログレスノートに記載
される。



（７）修正履歴を確認する場合、プログレスノート上で
右クリックし、履歴表示を選択します。

右クリック



（注意）プログレスノート上での指導医名の表示について
プログラムの入れ替えの関係上、６/１～６/１４までは、指導医が研修医のプログレスノートに追

記した場合、下図１のように表示されます。このため、指導医が内容を確認したかどうかを画面上で
判断できないように見えますが、何月何日誰が内容を確認してたかについては履歴上に残っていま
す。（履歴の確認方法につきましては、（７）を参照願います。
なお、６/１５以降につきましては、下図２のようにプログレスノートを作成した研修医名の下段に、

指導した指導医名と日時を表示するように変更いたします。

（図２） ６/１５以降（図１） ６/１～６/１４

上段：最初に記載した利用者（研修医）
下段：最後に記載した利用者（指導医）
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